
隊友会の窓口である矢野予備自室長
・杉浦予備自班長と懇談する事務局↓

令和４年３月

千
葉
地
方
協
力
本
部
の
紹
介

◇
令
和
４
年
度
分
「
会
費
」
お
よ
び
「
会
運
営
協
力

金
（
寄
付
）
」
に
つ
い
て

令
和
四
年
度
分
「
会
費
」
・
「
会
運
営
協
力

金
（
寄
付
）
」
に
つ
い
て
納
付
・
ご
協
力
い
た

だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
会
費
に
つ
い
て

は
未
だ
未
納
の
会
員
は
今
年
度
末
ま
で
に
振
り

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
運
営
協
力
金
（
寄
付
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

入
会
か
ら
10
年
経
過
し
65
歳
以
上
の
会
員
に
毎

年
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
高
齢
化
、
新

入
会
員
の
減
少
等
、
近
年
の
状
況
か
ら
千
葉
県

隊
友
会
の
安
定
し
た
活
動
お
よ
び
発
展
に
欠
か

せ
な
い
大
き
な
財
政
基
盤
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
令
和
四
年
度
通
常
総
会
お
よ
び
防
衛
講
話
開
催
に

つ
い
て四

月
十
三
日
（
水
）
十
三
時
半
か
ら
千
葉
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
「
令
和
四
年
度
通
常

総
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
総
会
に
お
け
る
議
案

（
令
和
三
年
度
事
業
報
告･

同
会
計
報
告･

令
和
四

年
度
事
業
計
画
、
同
予
算
（
案
）
、
役
員
交

代
）
要
約
を
掲
載
し
ま
す
。
総
会
に
参
加
さ
れ

な
い
会
員
は
、
規
約
第
四
十
九
条
に
基
づ
き
、

支
部
長
指
名
の
代
理
人
へ
の
委
任
に
な
り
ま
す
。

総
会
終
了
後
、
防
衛
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

・
時
間
：
十
五
時
四
十
五
分
～
十
七
時

・
場
所
：
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

（
千
葉
市
中
央
区
弁
天
３‐

７‐

７
）

・
講
師

参
議
院
議
員

宇
都
隆
史

氏

千葉県隊友会事務局
事務所開所時間
月・水・金
10:00～15:00

隊
友
千
葉
だ
よ
り

第６６号隊友千葉だより

広報車を前に
記念撮影→

地
本
は
、
千
葉
市
稲
毛
区
轟
町
に
所
在
す
る
本
部

の
他
、
船
橋
市
に
出
張
所
、
千
葉
・
柏
・
市
川
市
に

募
集
案
内
所
を
、
成
田
・

旭
・

木
更
津
市
に
地
域
事
務

所
及
び
館
山
基
地
内
に
分
駐
所
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

本
部
は
総
務
・
募
集
・
援
護
課
で
組
織
さ
れ
、
出
張

お
よ
び
募
集
案
内
所
等
を
含
め
広
報
員
が
県
内
各
地

を
広
報
車
で
走
り
回
り
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
に
よ
り
、
千
葉
県
か
ら
多
く
の
自
衛
隊
員

な
ど
が
誕
生
し
全
国
に
羽
ば
た
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
駐
屯
地
に
配
置
さ
れ
た
援
護
セ
ン

タ
ー
（
学
校
隷
下
援
護
セ
ン
タ
ー
と
連
携
）
に
よ
り
、

退
職
後
の
再
就
職
一
〇
〇
％
を
達
成
し
て
お
り
、
現

役
隊
員
が
後
顧
を
憂
い
る
こ
と
な
く
任
務
に
精
進
で

き
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
隊
友
会
の
窓
口
で
あ
る
予
備
自
衛
官
室
は
、

陸
自
担
任
部
隊
と
連
携
し
、
年
６
回
の
訓
練
招
集
を

行
い
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
予
備
自
衛
官
が
訓
練
に

参
加
し
て
お
り
ま
す
。

千
葉
県
隊
友
会
に
お
い
て
も
、
地
本
が
実
施
す
る

募
集
援
護
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
の
協
力
の
他
、

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
に
お
け
る
隊
友
会
講
話
も
引

続
き
協
力
し
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
地
本
の
任
務
達
成
に
協

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
皆
さ
ん
に
お
か
れ
て

は
、
募
集
援
護
な
ど
で
街
中
で
お
見
か
け
し
た
時
は
、

是
非
激
励
の
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
備
自
衛
官
・
即
応
予
備
自
衛
官
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
会
員
に
お
か
れ
て
は
、
仕
事
な
ど
と

の
両
立
で
大
変
な
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

引
続
き
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

昭
和
31
年
、
「
千
葉
地
方
連
絡
部
」
が
編
成
さ
れ
、

千
葉
県
森
林
組
合
庁
舎
内
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
55
年
に
現
在
の
千
葉
市
稲
毛
区
轟
町

に
新
築
さ
れ
た
庁
舎
に
移
転
し
、
ま
た
、
平
成
18
年

に
「
千
葉
地
方
協
力
本
部
」
に
改
編
さ
れ
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
夏
に
第
34
代
本
部
長
と
し
て

着
任
し
た
「
大
山
康
倫
」
一
等
海
佐
の
も
と
、
募
集
・

援
護
業
務
、
そ
し
て
、
自
衛
隊

と
県
民
と
の
パ
イ
プ
役
な
ど

幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
部
長
に
は
千
葉
県

隊
友
会
の
相
談
役
を
委
嘱
し
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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【
第
一
号
議
案
】
令
和
三
年
度
事
業
報
告
（
案
）

◆
全
般令

和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
昨
年
度
に
引
続
き
計
画
し
た
事
業

の
中
止
及
び
規
模
縮
小
に
よ
る
開
催
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
ま
た
、
部
隊
の
主
要
行
事
等
も
中
止
に
な
る

な
ど
、
活
動
全
般
に
亘
り
大
き
く
影
響
を
受
け
る
中

で
、
慰
霊
顕
彰
関
連
、
自
衛
隊
活
動
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
感
染
対
策
を
図
り
可
能
な
事
業
を
推
進
し
た
。

ま
た
、
支
部
組
織
の
維
持
及
び
活
動
の
低
下
が
憂
慮

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
支
部
組
織
の
在
り
方
」
に
つ

い
て
検
討
し
、
今
後
の
活
動
の
方
向
性
を
明
確
に
し

た
。

◆
地
方
自
治
体
等
へ
の
協
力

❍
千
葉
県
が
計
画
し
た
九
都
県
市
防
災
訓
練
に
お
い

て
、
県
の
防
災
備
蓄
倉
庫
（
山
武
・
夷
隅
防
災
備

蓄
倉
庫
）
か
ら
の
物
資
搬
出
の
実
働
訓
練
に
、
山

武
東
金
・
長
生
茂
原
・
若
葉
・
四
街
道
支
部
（
計

20
名
）
が
参
加
。
ま
た
、
千
葉
県
防
災
図
上
訓

練
に
県
本
部
理
事
役
が
参
加
。

❍
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援

役
員
等
輸
送
支
援
と
し
て
、
稲
毛
・
緑
・
白
井
・

船
橋
・
成
田
支
部
か
ら
会
員
十
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
。

◆
自
衛
隊
の
諸
業
務
・
活
動
に
対
す
る
協
力
・
支
援

〇
災
害
情
報
連
絡
員
体
制
を
維
持
（
24
個
支
部
）

❍
関
係
支
部
は
、
習
志
野
駐
屯
地
・
松
戸
駐
屯
地
・

下
志
津
駐
屯
地
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
家
族
支

援
に
協
力
。

❍
松
戸
・
習
志
野
・
下
志
津
・
木
更
津
支
部
は
、
駐

屯
地
に
お
い
て
引
越
し
相
談
会
・
チ
ラ
シ
配
布
を

行
い
、
隊
員
の
引
越
し
を
支
援
。

◆
講
演
会
・
隊
友
紙
の
配
布
等

❍
六
月
、
山
武
東
金
支
部
は
、
会
員
16
名
の
他
、

26
名
の
市
民
を
招
待
し
防
衛
講
演
会
を
開
催
。

❍
会
員
に
隊
友
新
聞
を
配
布

（
手
配
り
58
％
、
郵
送
31
％
）

◆
慰
霊
顕
事
業

❍
護
国
神
社
春
秋
大
祭
の
た
め
の
清
掃
ご
奉
仕
を
各
支
部

か
ら
の
参
加
（
春
：
28
名
、
秋
：
31
名
）
を
得
て
実
施
。

ま
た
、
千
葉
市
若
葉
区
桜
木
へ
の
移
転
（
遷
座
）
に
伴

い
、
浄
財
を
奉
納
。

❍
10
月
、
自
衛
隊
殉
職
隊
員
千
葉
県
追
悼
式
会
場

（
下
志

津
駐
屯
地
「
鎮
の
庭
」
）
の
整
備
を
各
支
部
か
ら
の
協

力
を
得
て
実
施
。
若
い
会
員
の
参
加
を
促
す
た
め
土
曜

日
に
実
施
し
、
45
名
が
参
加
。

追
悼
式
に
は
会
長
が
参
列
し
、
供
花
を
お
供
え
し
た
。

❍
護
国
神
社
内
の
「
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭
」
に

協
力
す

る
と
と
も
に
、
県
内
５
コ
支
部
（
八
街
・
船
橋
・
柏
・

安
孫
子
・
夷
隅
支
部
）
は
、
地
元
所
在
の
戦
没
者
慰
霊

碑
の
清
掃
及
び
追
悼
行
事
を
実
施
（
参
加
）
。

◆
会
勢
の
充
実

❍
令
和
三
年
度
（
一
月
末
）
の
正
会
員
は
、
二
、
六
九
三

名
で
あ
り
、
令
和
二
年
度
末
の
正
会
員
二
、
七
四
八
名

か
ら
五
十
五
名
の
減
少
。
特
別
会
員
は
、
九
名
増
加
し
、

一
〇
六
名
と
な
っ
た
。
今
年
度
は
、
定
年
延
長
の
影
響

が
減
少
し
、
入
会
者
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
増
加
に

転
じ
た
が
、
令
和
元
年
度
以
前
の
入
会
者
数
の
25
％
減
。

❍
海
自
下
総
基
地
に
お
け
る
中
級
管
理
講
習
お
よ
び
陸
自

下
志
津
駐
屯
地
で
退
職
予
定
隊
員
教
育
に
お
い
て
、
隊

友
会
活
動
の
説
明
を
実
施
。

◆
会
活
動
の
活
性
化

❍
「
支
部
組
織
の
在
り
方
検
討
」

会
員
が
高
齢
化
し
、
新
入
会
員
減
少
し
て
い
る
現
状
、

お
よ
び
支
部
長
不
在
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
「
支
部
組

織
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、
各
支
部
長
か
ら
意
見
を
踏

ま
え
て
検
討
し
た
結
果
、
支
部
統
合
の
長
期
的
な
検
討

の
推
進
お
よ
び
若
い
会
員
を
取
り
込
ん
だ
活
動
の
具
体

的
方
策
を
明
確
に
し
た
。

❍
「
千
葉
だ
よ
り
」
は
、
年
度
計
画
に
基
づ
き
、
４
号

（
５
・
９
・
１
・
３
月
号
）
を
発
行
。
ま
た
、
毎
月
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
、
情
報
発
信
し
た
。

❍
新
聞
等
の
手
配
り
及
び
慰
霊
顕
彰
関
連
事
業
に
対
し

て
経
費
を
助
成
。

❍
県
会
長
表
彰
と
し
て
12
名
を
表
彰
。
ま
た
、
隊
友
会
本

部
か
ら
表
彰
状
・
感
謝
状
各
1
名
が
授
賞
。

◆
財
務
基
盤
改
善
の
強
化

❍
年
会
員
五
七
十
名
（
88
％
）
か
ら
会
費
納
入
、
終
身

会
員
に
会
運
営
協
力
金
（
寄
付
）
を
依
頼
し
、
七
三

八
名
（
40
％
）
か
ら
協
力
を
得
た
。
経
費
節
約
に
努

め
、
支
出
は
概
ね
計
画
ど
お
り
で
あ
っ
た
が
、
会
費

収
入
の
減
、
チ
ラ
シ
封
入
数
の
減
少
か
ら
収
入
が
予

算
以
下
で
あ
り
、
予
定
し
た
繰
越
金
が
減
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
度
繰
越
し
額
に
比
し
増
加
。

◆
会
員
の
福
利
厚
生

❍
会
員
、
親
族
を
対
象
と
し
た
葬
祭
、
商
品
購
入
等
の

割
引
情
報
を
提
供
。

❍
会
員
の
訃
報
に
接
し
た
際
は
、
支
部
長
の
要
望
に
応

じ
て
速
や
か
に
顕
彰
状
を
贈
呈
。

◆
そ
の
他

❍
「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国
民
の
会
」
に
参

加
。
ま
た
、
四
街
道
支
部
は
「
四
街
道
市
民
の
会
」

を
共
催
。

令
和
４
年
度
総
会
に
お
け
る
議
案
（
要
約
）

令和４年３月 第６６号隊友千葉だより

収入 ：9,392,282-
①繰越額 ：3,330,657‐
②会費 ：2,931,800‐
③協力金 ：2,480,000-
④事業収入： 504,963-
⑤雑収入 ： 144,862-

支出 ：6,426,096-
①事業費 ：2,889,901-
②管理費 ：3,536,195-

次年度繰越額：
2,966,186-

※１月末〆に基づく
３月末見積額

◆
方
針県

隊
友
会
は
、
県
民
と
自
衛
隊
と
の
か
け
橋
と
し
て

相
互
の
理
解
を
深
め
る
と
も
に
、
防
衛
意
識
の
普
及
高

揚
に
努
め
、
国
の
防
衛
及
び
防
災
施
策
、
自
衛
隊
諸
業

務
な
ど
に
対
す
る
協
力
・
支
援
、
慰
霊
顕
彰
事
業
並
び

に
地
域
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
を
積
極
的
に

推
進
し
、
防
衛
基
盤
の
構
築
に
寄
与
す
る
。

こ
の
た
め
、
公
益
目
的
事
業
を
更
な
る
充
実
お
よ
び

若
手
会
員
の
事
業
・
行
事
へ
の
参
画
を
促
し
、
会
活
動

の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
会
勢
の
維
持
・
拡
大
、

収
益
事
業
等
の
強
化
に
よ
り
会
基
盤
の
充
実
を
図
る
。

こ
の
際
、
会
員
の
福
利
と
親
睦
の
た
め
の
事
業
を
継
続

【
第
二
号
議
案
】
令
和
三
年
度
会
計
報
告
（
案
）

【
第
三
号
議
案
】
令
和
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）
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し
つ
つ
会
の
魅
力
化
に
努
め
る
。

活
動
に
あ
た
っ
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
を
考
慮
し
て
、
社
会
的
距
離
の
確
保
な
ど
３
密

（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け
、
会
員
・
自
衛
隊
員

等
の
感
染
防
止
に
努
め
る
。
ま
た
、
感
染
状
況
に
応
じ

て
、
事
業
実
施
の
可
否
、
内
容
の
変
更
等
を
適
時
に
対

応
す
る
。

◆
地
方
自
治
体
へ
の
協
力

❍
平
素
か
ら
県
の
要
望
に
応
じ
、
災
害
対
策
本
部
等
の

訓
練
に
参
加
す
る
。
各
支
部
は
地
域
振
興
事
務
所
等

と
連
携
し
、
物
資
の
払
出
し
に
係
わ
る
訓
練
に
協
力
。

◆
自
衛
隊
の
諸
業
務
・
活
動
に
対
す
る
協
力
・
支
援

❍
隊
員
の
募
集
・
就
職
援
護
に
協
力
。

❍
災
害
情
報
連
絡
員
制
度
を
維
持
し
、
自
衛
隊
へ
の
災

害
情
報
を
通
報
す
る
と
と
も
に
自
衛
隊
が
実
施
す
る

災
害
派
遣
活
動
等
に
対
し
て
、
慰
問
・
激
励
を
実
施
。

❍
各
支
部
は
、
新
た
な
家
族
支
援
要
望
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
引
越
し
見
積
支
援
を
継
続
し
て
実
施
。

◆
講
演
会
・
隊
友
紙
の
配
布
等

❍
中
央
の
実
施
す
る
防
衛
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
県
及
び
支
部
に
お
い
て
防
衛
講
演
会
を
開
催
。

❍
会
員
に
「
隊
友
新
聞
」
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
特

別
会
員
に
は
、
併
せ
て
「
デ
フ
ェ
ン
ス
」
を
配
布
。

◆
慰
霊
顕
事
業

❍
殉
職
自
衛
隊
員
追
悼
式
に
参
列
す
る
と
と
も
に
、
追

悼
式
会
場
の
清
掃
を
実
施
。
千
葉
県
護
国
神
社
の

春
・
夏
大
祭
に
合
わ
せ
て
浄
財
を
奉
納
。
移
転
に
伴

い
、
事
前
清
掃
に
つ
い
て
は
神
社
と
調
整
し
、
実
施

内
容
等
を
検
討
。

❍
「
あ
あ
特
攻
勇
士
像
」
慰
霊
祭
に
協
力
。
各
支
部
は

近
傍
の
慰
霊
碑
・
忠
魂
碑
等
の
維
持
管
理
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
慰
霊
祭
等
に
参
列
。

◆
会
勢
の
拡
大

❍
定
年
延
長
終
了
に
伴
い
入
会
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
が
、
会
勢
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
入
会
促
進
委

員
）
を
中
心
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
た

諸
施
策
を
推
進
し
、
即
日
入
会
者
の
確
保
に
努
め
る
。

❍
部
隊
が
行
う
定
年
前
の
講
習
お
よ
び
教
育
に
お
い
て
、

隊
友
会
の
活
動
を
説
明
し
理
解
を
得
る
。

❍
入
会
会
員
と
早
期
に
接
触
し
退
会
防
止
を
図
る
。
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❍
会
員
名
簿
を
適
時
に
配
布
し
、
県
本
部
と
支
部

と
の
齟
齬
を
無
く
し
現
状
把
握
に
努
め
る
。

❍
県
理
事
役
を
積
極
的
に
勧
誘
し
て
業
務
を
分
担

す
る
。

◆
会
活
動
の
活
性
化

❍
支
部
会
員
の
減
少
、
高
齢
化
お
よ
び
限
定
さ
れ

た
会
員
の
み
で
の
活
動
の
現
状
に
鑑
み
、
県
本

部
と
支
部
が
連
携
し
若
い
会
員
の
活
動
へ
の
参

画
を
促
進
し
、
支
部
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

こ
の
た
め
、
３
年
度
の
「
支
部
組
織
の
在
り

方
」
検
討
で
得
ら
れ
た
具
体
的
施
策
を
具
現
。

❍
引
続
き
、
「
千
葉
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
と
と

も
に
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
。

❍
支
部
が
実
施
す
る
総
会
、
講
演
会
、
新
聞
手
配

り
等
に
対
し
て
経
費
を
助
成
。

❍
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す

る
と
と
も
に
、
隊
友
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
個
人
・
団
体
に
感
謝
状
を
贈
呈
。

併
せ
て
隊
友
会
本
部
に
上
申
。

◆
財
務
基
盤
の
強
化

❍
隊
友
新
聞
値
上
げ
に
よ
る
支
出
増
を
踏
ま
え
、

引
続
き
経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

年
会
費
納
入
率
の
向
上
、
終
身
会
員
へ
の
会
運

営
協
力
金
（
寄
付
）
の
更
な
る
協
力
を
依
頼
し
、

健
全
な
財
政
基
盤
を
構
築
。

経
費
運
用
に
あ
っ
て
は
、
特
に
、
支
部
活
動
の

活
性
化
に
繋
が
る
事
業
を
重
視
。

❍
厳
格
な
予
算
執
行
を
行
う
と
と
も
に
、
隊
友
会

本
部
の
計
画
に
基
づ
き
経
理
用
ア
プ
リ
を
試
行

し
て
、
効
率
的
な
会
計
処
理
に
努
め
る
。

◆
県
隊
友
会
活
動
基
盤
の
確
立

❍
事
業
の
会
員
数
・
活
動
経
費
の
減
少
傾
向
を
踏

ま
え
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
各
種
業
務
の

実
施
規
模
・
内
容
に
つ
い
て
精
査
し
、
県
隊
友

会
諸
活
動
の
効
率
的
な
実
施
要
領
、
県
本
部
役

員
の
業
務
分
担
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
継
続
的

に
検
討
。

❍
支
部
会
員
の
減
少
・
高
齢
化
の
現
状
を
踏
ま
え

て
、
３
年
度
検
討
成
果
に
基
づ
き
、
支
部
の
統

合
に
つ
い
て
、
長
期
的
に
そ
の
可
能
性
を
検
討
。

◆
会
員
の
福
利
厚
生
及
び
親
睦

❍
各
種
保
険
事
業
等
の
本
部
施
策
事
業
、
企
業
の
葬
祭
、

商
品
割
引
情
報
等
を
普
及
。

❍
春
・
秋
の
叙
勲
受
章
者
の
紹
介
、
会
員
死
亡
に
お
け

る
顕
彰
状
等
を
適
時
に
実
施
。

◆
そ
の
他

❍
「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国
・
県
・
市
民
の

会
」
な
ど
の
活
動
に
参
加
。

❍
隊
友
会
本
部
が
開
催
す
る
総
会
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

会
に
会
長
が
参
加
す
る
。

❍
支
部
長
等
会
議
は
、
各
種
施
策
の
意
見
提
出
と
効
果

的
な
実
施
、
支
部
活
動
の
活
性
化
及
び
情
報
の
共
有

化
等
の
た
め
、
７
月
及
び
３
月
に
開
催
。

こ
の
際
、
理
事
役
会
と
の
同
時
期
開
催
に
努
め
る
。

❍
各
支
部
長
は
、
１
回
／
年
、
支
部
会
員
を
招
集
し
、

支
部
総
会
を
開
催
。

【
第
四
号
議
案
】
令
和
四
年
度
予
算
（
案
）

収入 ：9,033,186-
①繰越額 ：2,966,186‐
②会費 ：3,232,000‐
③協力金 ：2,160,000-
④事業収入： 535,000-
⑤雑収入 ： 140,000-

支出 ：6,614,000-
①事業費 ：3,188,000-
②管理費 ：3,426,000-

次年度繰越額：
2,419,186-

【
第
五
号
議
案
】
役
員
交
代

（
４
月
13
日
交
代
案
）

◆
退
任

理
事
役

白
戸
孝
行

（
３
年
11
月
）

松
戸
支
部
長

多
田
幸
多

（
３
年
12
月
）

◆
新
任

理
事
役

梁
池
雅
彦

理
事
役

松
田
一
也

松
戸
支
部
長

中
川
博
英

（
３
年
12
月
）

【千葉県隊友会事務局】
〒260-0042
千葉市中央区椿森1丁目26-9

コンラッドビル4階
電 話：043-306-2095
ＦＡＸ：043-306-2096
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『
こ
ち
ら
は
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
・
・
』

房
総
半
島
付
け
根
付
近
、
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る

八
街
市
は
「
災
害
に
強
い
街
だ
か
ら
・
・
・
」
と
聞
い

て
い
ま
し
た
。
確
か
に
高
い
山
も
大
き
な
川
も
な
く
、

海
か
ら
は
程
よ
く
離
れ
て
い
て
旧
陸
軍
の
滑
走
路
が
あ

っ
た
平
坦
な
大
地
は
、
八
埃
（
や
ち
ぼ
こ
り
）
以
外
災

害
と
は
無
縁
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
地
方

都
市
が
一
躍
全
国
区
に
な
っ
た
の
は
あ
の
『
令
和
元
年

房
総
半
島
台
風
（
十
五
号
）
』
で
し
た
。
長
期
間
停
電

が
続
き
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
連
日
報
道
さ
れ
『
災
害
に

強
い
八
街
』
の
神
話
は
完
全
に
崩
れ
ま
し
た
。

「
こ
ち
ら
は
八
街
市
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
、
土
嚢
、
飲
料
水
等
必
要
な
方
は
お
声
か

け
下
さ
い
！
」
被
災
か
ら
十
日
近
く
が
経
っ
て
も
停
電

復
旧
の
見
込
み
が
立
た
ず
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
市
民
に
、
支
援
に
来
た
こ
と
を
知
ら
せ
る

元
気
な
声
を
届
け
た
。
特
別
会
員
の
市
会
議
員
か
ら
「

隊
友
会
で
復
旧
を
支
援
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
街
宣
車

を
託
さ
れ
、
前
支
部
長
と
会
員
の
一
人
が
先
ず
動
い
た
。

市
役
所
か
ら
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
土
嚢
、
飲
料
水
等
々
を

積
み
込
み
、
不
足
す
る
分
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入

し
被
災
地
へ
前
進
。
市
の
物
資
交
付
所
ま
で
行
く
手
段

や
体
力
の
な
い
お
年
寄
り
に
は
こ
の
出
前
が
大
い
に
喜

ば
れ
た
。
ま
た
別
の
特
別
会
員
の
市
会
議
員
か
ら
は
「

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
人
手
が
足
り
な
い
、
隊
友
会
で

支
援
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
連
絡
が
入
り
、
セ
ン
タ

ー
が
確
保
し
た
災
害
ゴ
ミ
分
別
集
積
場
で
の
誘
導
に
も

協
力
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
が
ら
仲
間
と

連
絡
を
取
り
被
災
状
況
、
支
援
活
動
へ
の
参
加
を
確
認

し
そ
の
輪
は
八
名
に
ま
で
広
が
り
、
被
災
し
た
会
員
の

農
業
ハ
ウ
ス
の
復
旧
等
も
手
伝
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

な
お
初
動
の
会
員
は
市
の
防
災
課
と
も
連
携
を
取
り
、

移
動
手
段
の
な
い
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
自
分
の
車

で
現
地
へ
送
っ
た
り
、
夜
間
は
停
電
地
域
を
車
で
回
り

令和４年３月 第６６号隊友千葉だより

◆

八

街

支

部

◆

木
更
津
市
は
、
陸
海
空
自
衛
隊
の
部
隊
を
有

す
る
全
国
で
も
数
少
な
い
市
で
す
が
、
こ
の
三

自
衛
隊
の
主
な
広
報
活
動
行
事
か
ら
紹
介
し
ま

す
。
陸
自
木
更
津
駐
屯
地
は
航
空
祭
と
盆
踊
り
、

海
自
航
空
補
給
処
は
観
桜
会
と
木
更
津
市
内
で

の
音
楽
祭
、
空
自
木
更
津
分
屯
基
地
は
盆
踊
り

大
会
と
袖
ヶ
浦
市
内
で
の
音
楽
祭
で
す
。

復
旧
の
最
新
状
況
を
市
に
提
供
す
る
等
そ
の
気

づ
き
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

今
回
の
様
な
災
害
は
会
員
も
被
災
者
と
な
る

こ
と
が
多
く
、
ど
う
行
動
し
た
ら
良
い
か
迷
う

と
こ
ろ
で
す
。
災
害
に
あ
っ
た
ら
先
ず
自
分
や

家
族
、
隣
近
所
の
た
め
に
動
き
（
自
助
）
次
に

職
場
や
自
治
会
、
そ
し
て
隊
友
会
な
ど
の
単
位

で
行
動
（
共
助
）
し
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
誰
か
が
誰
か
に
声
を
掛
け
、
第
一
歩
が

始
ま
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
を
日
頃
か
ら
作
っ

て
お
き
た
い
で
す
ね
。
八
街
支
部
長

内
田
豊

災害ボランティア活動中の八街支部会員

◆

木

更

津

支

部

◆

木更津支部役員集合！新聞手配り

残
念
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
い
ず
れ
の
行
事
も
こ

の
２
年
、
中
止
の
状
況
で
す
。

木
更
津
支
部
は
、
近
隣
の
君
津
市
、
袖
ケ
浦
市
、
富
津

市
の
３
市
を
含
め
４
市
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
人
口
は
４

市
合
わ
せ
て
32
万
人
で
県
の
５
％
、
面
積
は
15
％
で
す

の
で
、
都
会
に
近
い
田
舎
「
と
な
か
」
で
す
。
支
部
会
員

数
は
約
２
０
０
名
で
、
支
部
役
員
は
、
木
更
津
市
、
君
津

市
、
袖
ケ
浦
市
、
富
津
市
に
在
住
す
る
会
員
で
、
合
計2

21
名
で
す
。
そ
の
内
訳
は
、
支
部
長
（
陸
海
空
２
年
毎
交

代
）
、
陸
海
空
副
支
部
長
各
１
名
、
陸
海
空
理
事
各
５
名
、

監
査
役
２
名
（
支
部
長
以
外
の
陸
海
空
）
な
の
で
、
陸
海

空
各
７
名
で
す
。
役
員
会
は
、
毎
月
末
の
日
曜
日
に
開
催

し
、
ほ
ぼ
８
割
の
出
席
率
で
、
わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
楽

し
く
、
２
０
０
名
の
会
員
へ
手
配
り
す
る
「
隊
友
」
新
聞

を
手
配
り
委
員
25
名
分
の
袋
分
け
配
布
や
、
年
間
実
施
さ

れ
る
三
自
衛
隊
の
行
事
支
援
、
国
家
行
事
、
千
葉
県
の
実

施
行
事
へ
の
協
力
支
援
、

参
加
等
の
連
絡
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。

新
聞
の
手
配
り
は
、

主
な
支
部
運
営
財
源
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

支
部
の
団
結
や
支
部
会

員
の
掌
握
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

支
部
へ
の
入
会
者
が

こ
こ
数
年
殆
ん
ど
無
く
、

役
員
は
再
任
再
任
で
高

齢
化
が
加
速
中
で
す
が
、

心
身
の
健
康
維
持
、
特

に
ボ
ケ
防
止
に
役
立
っ

て
い
る
と
の
希
望
的
観

測
で
す
。

陸
Ｏ
Ｂ

清
水
久
兀

空
Ｏ
Ｂ

青
木
清
治
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